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回次
第13期

第２四半期
連結累計期間

第12期

会計期間
自　2022年１月１日
至　2022年６月30日

自　2021年１月１日
至　2021年12月31日

売上高 （百万円） 20,698 37,948

経常利益 （百万円） 470 827

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 321 510

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 321 510

純資産額 （百万円） 3,269 3,046

総資産額 （百万円） 11,767 13,244

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 38.86 61.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

自己資本比率 （％） 27.8 23.0

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △328 472

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △309 △635

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △428 △263

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 1,798 2,864

回次
第13期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 14.69

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であったため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

３．当社は、第12期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第12期第２

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

４．当社は2022年７月15日開催の取締役会決議により、2022年８月１日付で普通株式１株につき500株の割合で

株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたものと仮定して1株当たり四

半期（当期）純利益を算定しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。

2022/11/16 10:19:42／22916717_株式会社アルファパーチェス_公開申請書類（第２四半期）

- 2 -



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、当上場四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財務状況、経営成績及びキャッシュフローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識して

いる主要なリスクの発生又は新規上場申請のための有価証券報告書（Iの部）に記載した「事業リスク」についての

重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

(1)経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症対策による影響が長期化するな

か、ワクチン接種が進み経済活動に回復の兆しが見え始めましたが、新たな変異株による感染者が増加し、またグ

ローバル企業の加工組立基地となっている東南アジア領域でのロックダウンによるサプライチェーン混乱の継続に

加え、ウクライナ情勢等の悪化による資源価格の高騰や物価の上昇が懸念されるなど、先行き不透明な状況が続い

ております。

　BtoB（対事業者）向けに、物販およびサービスの提供を行う当社グループの業態では、このような国内顧客の苦

境を反映し、本来の潜在力よりも需要が減少しています。製造業向けでは、顧客における部材不足による生産活動

の停滞を受けた需要減があり、またサービス業向けでは、顧客の営業の制限や時短の影響、およびその結果として

の余裕資金の減少を受けて、需要全体の減少に直面しています。一方、その苦境を打開するために、一部商業店舗

では、新たな事業環境に適応した売り場への改装などの取り組みが始まっており、新規のビジネスチャンスも生ま

れています。

　このような経済状況、事業環境のもとで、当社グループ（当社および連結子会社）は、取り扱い商材の増加等に

より製造業向けの需要を確実に取り込む一方、サービス業向けでは、大規模施設の改装などの大型案件から、多店

舗展開チェーンの小型店舗の改装等に注力分野をシフトし、総需要減のダメージを個別施策で補いました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高206億98百万円、営業利益４億95百万円、経常利益４億70百

万円、親会社株主に帰属する四半期純利益３億21百万円となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

＜ＭＲＯ事業＞

　MRO事業においては、国内工場の稼働率が維持されていた製造業顧客の需要に支えられ、売上は堅調に推移しま

した。また、MRO事業向けシステムの減価償却増や運用費の増はありましたが、一部の主要仕入先の商材をクロス

ドック配送から仕入先からの直送に切り替える物流費改善を行ったことで経費抑制を実現しました。その結果、売

上は159億53百万円、セグメント利益は３億20百万円となりました。

＜ＦＭ事業＞

　FM事業においては、テイクアウトが好調な飲食チェーン店の改装や大手コンビニエンスストア向けの売り場改装

案件数が増加しました。特に、大手コンビニエンスストア向けの案件は当社の人件費等の固定費を原価として、業

務を受託する形態であることから、取り扱い案件数が急増する局面では利益率も大幅に向上します。その結果、売

上は47億23百万円、セグメント利益は１億48百万円となりました。

(2)財政状態に関する説明

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は95億80百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億86百万円減

少いたしました。棚卸資産・未成工事支出金が３億54百万円増加しましたが、売掛金及び契約資産が６億76百万円

減少し、現金及び預金も10億66百万円減少したことが主な要因です。現預金の減少は主に負債項目の買掛金の減

少、すなわち支払いの実行に対応するものです。固定資産は21億87百万円となり、前連結会計年度末に比べ９百万

円増加しました。無形固定資産が44百万円増加した一方で、有形固定資産が17百万円減少し、繰延税金資産等が23

百万円減少したことが主な要因です。これらの結果、総資産は、117億67百万円となり、前連結会計年度末に比べ14
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億77百万円減少しました。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は83億59百万円となり、前連結会計年度末に比べ15億84百万円減

少しました。これは買掛金が10億21百万円、1年以内返済予定の長期借入金が２億13百万円、未払法人税等が93百万

円、未払消費税等が１億円、賞与引当金が60百万円減少したことなどによるものです。前期末は 終日が休日であ

ったため、一部の支払いが休日後の翌期となり、買掛金が膨らんでいましたが、今四半期末は平日であったため、

通常通り、 終日に支払が行われました。固定負債は１億38百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億15百万円

減少いたしました。これは主に長期借入金が１億15百万円減少したことによるものです。

　これらの結果、負債合計は、84億98百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億円減少しました。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は32億69百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億23百万円

増加しました。親会社株主に帰属する四半期純利益が３億21百万円に増加、剰余金の配当１億２百万円による減少

が主な要因です。これらの結果、自己資本比率は27.8％（前連結会計年度末は23.0％）となりました。自己資本比

率の急激な増加は、前期末が休日であり、買掛金が膨らんで一時的に総資産が増えていたためであり、当期末の比

率が通常の水準です。

(3)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は17億98百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億66

百万円減少いたしました。なお、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因

は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、３億28百万円の支出超過となりました。その主な要因は、税金等調整前

四半期純利益４億70百万円、売上債権の減少７億99百万円、減価償却費２億65百万円の収入要因があった一方、仕

入債務の減少10億21百万円、棚卸資産の増加３億55百万円、法人税等の支払額２億20百万円の支出要因があったこ

と等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、３億９百万円の支出超過となりました。その主な要因は、ソフトウエア

の取得による支出３億６百万円の支出要因があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、４億28百万円の支出超過となりました。その主な要因は、長期借入金の

返済による支出３億29百万円、配当金の支払１億２百万円の支出要因があったこと等によるものであります。

(4)会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　新規上場申請のための有価証券報告書（Iの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・

フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(5)経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(6)事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

(7)研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000

計 50,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

（注）　2022年７月15日開催の取締役会決議及び2022年７月29日開催の臨時株主総会決議により、株式分割を含む定款の

変更を行い、発行可能株式総数は29,950,000株増加し、30,000,000株となっております。

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年11月21日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,547 8,273,500 非上場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。

単元株式数は100株

であります。

計 16,547 8,273,500 － －

②【発行済株式】

（注）１．2022年７月15日開催の取締役会決議により、2022年８月１日付で普通株式１株を500株に分割しております。

これにより発行済株式数は8,256,953株増加し、8,273,500株となっております。

２．2022年７月29日開催の臨時株主総会決議により、2022年８月１日付で１単元を100株とする単元株制度を採用

しております。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。
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②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2022年４月１日～

2022年６月30日
- 16,547 - 52,261 - 29,168

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

　（注）１．2022年７月15日開催の取締役会決議により、2022年８月１日付で普通株式１株を500株に分割しておりま

す。これにより発行済株式数は8,256,953株増加し、8,273,500株となっております。
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2022年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

アスクル株式会社
東京都江東区豊洲3-2-3　豊洲キュービッ

クガーデン
13,890 83.94

アズワン株式会社 大阪府大阪市西区江戸堀2-1-27 1,649 9.97

中川特殊鋼MROパートナーズ投資

事業組合
東京都中央区明石町8-1 聖路加タワー31階 275 1.66

多田　雅之 東京都練馬区 191 1.15

田邉　孝夫 東京都杉並区 139 0.84

新日本事業株式会社 東京都中央区銀座7-8-5 138 0.83

松木　伸男 東京都千代田区 94 0.57

アルファパーチェス・インベスタ

ーズMRO2号投資事業組合
千葉県船橋市 60 0.36

西村　多加志 神奈川県川崎市 27 0.16

鏑木　康宏 千葉県市川市 24 0.15

計 － 16,487 99.64

（５）【大株主の状況】

（注）当社は2022年７月15日開催の取締役会決議により、2022年８月１日付で普通株式１株につき500株の割合で株式

分割を行っておりますが、上記所有株式数については、当該株式分割前の所有株式数を記載しております。

2022年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　16,547 16,547

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 16,547 － －

総株主の議決権 － 16,547 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（注）2022年７月15日開催の取締役会決議により、2022年８月１日付で普通株式１株を500株に分割を行うとともに、

2022年７月29日開催の臨時株主総会決議により、2022年８月１日付で１単元を100株とする単元株制度を採用して

おります。これに伴い、提出日現在において、完全議決権株式（その他）の株式数は、普通株式8,273,500株、議

決権の数は82,735個、発行済株式総数の株式数は8,273,500株、総株主の議決権の数は82,735個となっておりま

す。

②【自己株式等】

　　　該当事項はありません。
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２【役員の状況】

該当の事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第204条第６項の規定に基づき、第２四半期連結会計期

間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年１月１日から2022年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前連結会計年度

（2021年12月31日）

当第２四半期連結会計期間

（2022年６月30日）

資産の部

　流動資産

 現金及び預金 2,864,856 1,798,840

 売掛金 7,316,753   -

 売掛金及び契約資産   - 6,640,542

 電子記録債権 180,138 47,517

 商品 554,386 898,629

 貯蔵品 716 385

 仕掛品   - 727

 未成工事支出金 39,368 50,108

 その他 111,461 144,241

 貸倒引当金 △753 △670

 流動資産合計 11,066,929 9,580,322

　固定資産

 有形固定資産

建物及び構築物 84,233 84,656

減価償却累計額 △34,914 △38,202

建物及び構築物（純額） 49,319 46,453

工具、器具及び備品 265,218 267,808

減価償却累計額 △175,700 △192,480

工具、器具及び備品（純額） 89,518 75,328

有形固定資産合計 138,837 121,781

 無形固定資産

ソフトウエア 1,344,850 1,325,039

ソフトウエア仮勘定 288,183 352,020

無形固定資産合計 1,633,033 1,677,060

 投資その他の資産

関係会社株式 4,386 4,386

差入保証金 246,837 246,837

繰延税金資産 152,499 129,161

その他   2,374 8,595

貸倒引当金 △100 △408

投資その他の資産合計 405,997 388,572

 固定資産合計 2,177,868 2,187,414

資産合計 13,244,798 11,767,737

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】
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（単位：千円）

前連結会計年度

（2021年12月31日）

当第２四半期連結会計期間

（2022年６月30日）

負債の部

　流動負債

 買掛金 8,628,181 7,607,078

 1年以内返済予定の長期借入金 500,598 286,612

 未払金 248,773 219,255

 未払法人税等 206,909 112,917

 未払消費税等 117,437 17,171

 賞与引当金   83,332   22,954

 その他 159,035 93,660

 流動負債合計 9,944,266 8,359,649

　固定負債

 長期借入金 214,676 98,904

 資産除去債務 30,701 30,701

 その他 8,891 8,948

 固定負債合計 254,268 138,553

　負債合計 10,198,535 8,498,203

純資産の部

　株主資本

 資本金 50,000 52,261

 資本剰余金 252,721 254,983

 利益剰余金 2,742,783 2,961,549

 株主資本合計 3,045,505 3,268,795

　新株予約権 757 738

　純資産合計 3,046,262 3,269,534

負債純資産合計 13,244,798 11,767,737
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間

（自　2022年１月１日

　　至　2022年６月30日）

売上高 20,698,933

売上原価 18,622,160

売上総利益 2,076,772

販売費及び一般管理費 ※　1,581,681

営業利益 495,091

営業外収益

　受取利息   8

　受取保険金   162

　その他   418

　営業外収益合計   589

営業外費用

　支払利息   658

　為替差損   22,331

　自己新株予約権消却損   778

　その他 1,367

　営業外費用合計 25,136

経常利益 470,545

税金等調整前四半期純利益 470,545

法人税、住民税及び事業税 126,191

法人税等調整額 23,337

法人税等合計 149,528

四半期純利益 321,016

親会社株主に帰属する四半期純利益 321,016

（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間

（自　2022年１月１日

　　至　2022年６月30日）

四半期純利益 321,016

四半期包括利益 321,016

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 321,016

【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間

（自　2022年１月１日

　　至　2022年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前四半期純利益 470,545

　減価償却費 265,158

　貸倒引当金の増減額（△は減少） 225

　賞与引当金の増減額（△は減少） △60,377

　受取利息及び受取配当金 △8

　支払利息 658

　為替差損益（△は益） △526

　自己新株予約権消却損 778

　売上債権の増減額（△は増加） 799,708

　棚卸資産の増減額（△は増加） △355,379

　仕入債務の増減額（△は減少） △1,021,102

　未払金の増減額（△は減少） △12,156

　未払消費税等の増減額（△は減少） △100,265

　その他 △95,028

　小計 △107,774

　利息及び配当金の受取額 8

　利息の支払額 △821

　法人税等の支払額 △220,183

　法人税等の還付額 0

　営業活動によるキャッシュ・フロー △328,770

投資活動によるキャッシュ・フロー

　有形固定資産の取得による支出 △3,013

　無形固定資産の取得による支出 △306,477

　投資活動によるキャッシュ・フロー △309,490

財務活動によるキャッシュ・フロー

　長期借入金の返済による支出 △329,758

　株式の発行による収入 4,523

　配当金の支払額 △102,250

　自己新株予約権の取得による支出 △797

　財務活動によるキャッシュ・フロー △428,281

現金及び現金同等物に係る換算差額 526

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,066,016

現金及び現金同等物の期首残高 2,864,856

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※　1,798,840

（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
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【注記事項】

（追加情報）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。なお、「収益認識に関する会計基準」（2018年３月30

日）等については2020年12月期から適用しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしました。な

お、収益認識会計基準第89-４項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法によ

り組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、時価をもって四半期連結貸借対

照表価額とする金融商品を保有しておらず、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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当第２四半期連結累計期間

（自　2022年１月１日

　　至　2022年６月30日）

人件費 623,104千円

荷造運賃 205,518

減価償却費 243,689

業務委託費 213,691

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日

至　2022年６月30日）

現金及び預金勘定 1,798,840千円

預入期間が３か月を超える定期預金 -

現金及び現金同等物 1,798,840

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年３月23日

定時株主総会
普通株式 102,250 6,200 2021年12月31日 2022年３月24日 利益剰余金

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年６月30日）

１．配当金支払額

（注）2022年７月15日開催の取締役会決議により、2022年８月１日付で普通株式１株を500株に分割しておりま

す。「１株当たり配当額」については、当該株式分割前の金額を記載しております。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント その他

(注)１
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額MRO事業 FM事業 計

売上高

一時点で移転される

財又はサービス
15,778,007 4,361,368 20,139,376 8,441 20,147,817 - 20,147,817

一定の期間にわたり

移転される財又はサ

ービス

175,803 361,810 537,613 13,502 551,116 - 551,116

顧客との契約から生

じる収益
15,953,810 4,723,179 20,676,989 21,943 20,698,933 - 20,698,933

外部顧客への売上高 15,953,810 4,723,179 20,676,989 21,943 20,698,933 - 20,698,933

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- - - 108,292 108,292 △108,292 -

計 15,953,810 4,723,179 20,676,989 130,236 20,807,226 △108,292 20,698,933

セグメント利益 320,301 148,958 469,259 25,832 495,091 - 495,091

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　当第２四半期累計期間（自　2022年１月１日 至　2022年6月30日）

　　報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソフトウェア関連業を含んで

おります。

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりです。
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当第２四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日

至　2022年６月30日）

１株当たり四半期純利益 38円86銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 321,016

普通株主に帰属しない金額（千円） -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
321,016

普通株式の期中平均株式数（株） 8,260,890

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

-

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であった

ことから、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。

２．2022年７月15日開催の取締役会決議により、2022年８月１日付で普通株式１株につき500株の株式分割を行っ

ております。当連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益、普通株式の期中

平均株式数を算定しております。
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（重要な後発事象）

（株式分割及び発行可能株式総数の変更並びに単元株制度の採用）

　当社は、2022年７月15日開催の取締役会決議に基づき、2022年８月１日をもって株式分割を行っておりま

す。また、2022年７月29日開催の臨時株主総会決議に基づき、2022年８月１日をもって定款の一部を変更

し、発行可能株式総数を変更するとともに単元株制度を採用しております。

１．株式分割、単元株制度の採用の目的

　当社株式の流動性の向上を目的として株式分割をするとともに、１単元を100株とする単元株制度を採用し

ております。

２．株式分割の概要

（１）分割方法

　2022年７月31日最終の株主名簿に記載又は記録された所有株式数を、１株につき500株の割合をもって分

割しております。

（２）分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数　　　　　　16,547株

今回の分割により増加する株式数　　 8,256,953株

株式分割後の発行済み株式総数　　　 8,273,500株

株式分割後の発行可能株式総数　　　30,000,000株

（３）株式分割の効力発生

2022年８月１日

（４）１株当たり情報に与える影響

　「１株当たり情報」は、当該株式分割が当連結会計年度の期首に行われたものと仮定して算出してお

り、これによる影響については、当該箇所に反映されております。

３．単元株制度の採用

単元株制度を採用し、普通株式の単元株式数を100株といたしました。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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